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常時微動とは？
地震が発生していなくても，波浪や風などの自然
現象や人間活動によって地面は常に小さく揺れて
おり，これを常時微動という。これらは，一見ラ
ンダムなノイズに見えるが，伝播している地盤の情報を含んでいる。また，地震と違って振動源が地
表になるため，表面波として地表面を伝播している。

常時微動から分かることと(その１)
単点で３成分(南北,東西,上下)を観測して解析すると，その
場所での揺れ易い周期が分かる。一般に硬い地盤では周期の
短い小刻みな震動が，軟らかい地盤は周期の長いゆったりし
た震動が卓越する。地震計を設置して10分ほど観測すれば良

いので，沢山の点で観測して揺れ易い周期の分布を面的に把
握することができる。右図は鳥取県中部の卓越周期分布で，
2016年鳥取県中部の地震による倉吉市街，湯梨浜町，北栄町
での強い揺れの特徴と良く対応していた。

常時微動から分かることと(その２)
複数の地震計で同時観測(アレイ観測という)をおこなうと，地震計の
間を伝播する表面波の周期毎の速度を知ることができる。周期の短い
表面波は浅い地盤のみだが，周期の長い波は深い地盤にも影響されて
伝播するため，周期毎の速度の違いから掘らずに地下構造を推定する

ことができる(左図)。

観測された周期(周波
数)毎の伝播速度(白
丸)を満たすように，
理論計算(黄色線)で地
下の地震波速度構造を
推定する

これら２手法を組み合わせることで，地震防災に活用できる地下構造
モデルを構築することが比較的簡便にできるようになる。
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